
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
総
合
労
働

協
約
改
訂
交
渉
は
、
８
月
25

日
の
１
回
目
の
交
渉
を
皮
切

り
に
、
２
回
目
の
交
渉
を
９

月
７
日
、
３
回
目
の
交
渉
を

９
月
21
日
に
行
っ
た
。

交
渉
で
は
、
各
職
場
で
奮

闘
す
る
組
合
員
が
、
「
安
全
・

安
定
輸
送
」
を
第
一
義
に
、

災
害
級
の
猛
暑
や
大
雨
な
ど

に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
公

共
交
通
機
関
に
働
く
「
キ
ー

ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
の
責
任

感
と
使
命
感
を
持
っ
て
、
全

力
で
業
務
に
取
り
組
ん
だ
点

を
強
く
訴
え
た
。
そ
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
類
へ
移
行
さ
れ
、
社

会
活
動
が
平
常
化
に
向
け
回

帰
す
る
な
か
経
営
状
況
も
改

善
し
て
き
て
お
り
、
働
く
私

た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
繋
が
る
よ
う
「
ユ
ニ
オ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」
の

実
現
に
向
け
、
力
強
く
交
渉

を
継
続
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
会
社
側
か
ら

「
年
間
休
日
増
」
「
本
社
輸

送
指
令
員
へ
の
職
務
手
当
支

給
」
「
大
型
動
物
処
理
に
関

す
る
報
労
金
新
設
」
「
新
規

採
用
時
の
年
休
付
与
日
数
増

加
」
「
契
約
社
員
基
本
賃
金

改
定
」
の
５
項
目
の
回
答
に

加
え
、
乗
務
員
の
効
率
的
な

業
務
体
系
の
あ
り
方
や
、
泊

ま
り
勤
務
等
各
系
統
の
働
き

方
の
是
正
に
つ
い
て
言
及
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
人
事
賃
金
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
全
組

合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

あ
げ
る
た
め
に
、
原
資
確
保

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
期
経
営
計
画
の
目
標
年
度

の
２
０
２
５
年
度
を
ひ
と
つ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
考
え

や
、
離
職
の
多
い
世
代
層
や

55
才
以
降
の
処
遇
改
善
な
ど

を
通
じ
て
安
心
し
て
長
く
働

く
こ
と
の
で
き
る
制
度
づ
く

り
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
現
状
の
認
識
に
つ
い

て
の
を
発
言
が
あ
っ
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
５
を
参
照
）

交
渉
終
了
後
、
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
し
、
会
社
を

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
も
の
の
、
昨
年
に

続
く
年
間
総
労
働
時
間
の
削

減
な
ど
、
継
続
的
に
組
合
員

の
安
心
感
に
資
す
る
改
善
が

図
ら
れ
た
と
判
断
し
、
９
月

21
日
15
時
に
妥
結
し
た
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
総
合
労
働
協
約
改
定
交

渉
は
、
９
月
１
日
の
１
回
目

に
続
き
９
月
21
日
に
２
回
目

の
交
渉
を
行
っ
た
。

今
回
申
し
入
れ
た
要
求
項

目
の
う
ち
、
会
社
側
か
ら

『
55
才
以
降
59
才
ま
で
の
定

期
昇
給
の
実
施
』
『
永
年
勤

続
者
表
彰
制
度
制
定
』
『
不

妊
治
療
に
伴
う
保
存
休
暇
の

使
用
要
件
拡
大
』
『
保
存
休

暇
使
用
に
お
け
る
証
明
書
類

の
拡
大
』
『
「
Ｆ
ケ
ア
休
暇
」

へ
の
改
称
』
『
保
護
メ
ガ
ネ

の
実
証
実
験
実
施
』
『
準
組

合
員
の
基
本
賃
金
改
善
』
に

つ
い
て
回
答
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
。

組
合
は
、
「
会
社
の
経
営

状
況
は
厳
し
い
が
、
長
き
に

亘
っ
て
強
く
要
望
し
て
き
た

55
才
以
降
の
基
本
給
を
は
じ

め
、
契
約
社
員
の
賃
金
、
各

項
目
に
対
す
る
回
答
が
あ
っ

た
点
は
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
一
方
で
、
年
齢
給
に
つ

い
て
原
資
や
検
討
に
要
す
る

時
間
も
必
要
と
な
る
が
、
１

日
で
も
早
く
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

回
改
善
が
図
ら
れ
な
か
っ
た

内
容
も
含
め
、
労
働
条
件
改

善
に
む
け
て
引
き
続
き
求
め

て
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

交
渉
終
了
後
に
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
し
、
一
部
で

は
あ
る
が
制
度
改
善
が
図
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し

た
結
果
、
こ
れ
以
上
の
前
進

は
困
難
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
の
間
で
総
合
労

働
協
約
改
訂
等
の
団
体
交
渉
を
行
い
、
い
ず
れ
も
９
月
21
日
に
妥
結
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の
残
る
な
か
で
も
、
日
々
公
共
交
通
機
関
に
働
く
者

と
し
て
の
責
任
感
と
使
命
感
を
持
ち
、
業
務
に
取
り
組
む
組
合
員
の
想
い

を
強
く
訴
え
続
け
た
結
果
、
Ｊ
Ｒ
四
国
に
お
い
て
は
「
年
間
休
日
数
１
日

増
に
伴
う
年
間
総
労
働
時
間
の
短
縮
」
を
は
じ
め
５
項
目
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
に
つ
い
て
は
「
55
才
以
降
の
定
期
昇
給(

職
能
給)

確
保
」
を

は
じ
め
と
し
た
７
項
目
の
制
度
改
善
を
そ
れ
ぞ
れ
果
た
し
た
。

【２０２３総合労働協約改訂等交渉での妥結内容】
◆JR四国◆

○ 年間休日数増に伴い、所定労働時間短縮
・2024年４月１日より年間休日数が『１０９日』に！

・年間所定労働時間数『1948時間55分』

→『1941時間20分』へ

・１時間当たり賃金額についても改善が図られる

・１２月２９日が祝日勤務手当の対象日に！

・出向特別手当支給の対象範囲拡大！

○ 本社輸送指令員が職務手当の支給対象に
・特に指定された者について2023年10月以降支給開始

○ 大型動物処理の報労金を新設
・2024年１月より系統を問わず、

処理に当たった者全てに2,000円支給

○ 新規採用時の年休付与日数を増加
・2024年４月以降、入社４年目までの年休付与日数を１日増加

○ ２０２３年度の契約社員基本賃金改定！
・パートナー社員の基本賃金4,400円上積み！

事務職等、駅勤務者(事務)、販売センター、

ワープ支店等(四国)、列車乗務員、アテンダントほか
・全てのサポーター社員の基本賃金30円上積み！

※ その他、乗務員の効率的な業務体系のあり方や、泊まり勤務など

各系統の働き方の是正について言及したほか、人事賃金制度のあり方

について、２０２５年度の動向などを見据えて検討すると発言。

◆ジェイアール四国バス◆
○ 定期昇給について55才以降59才まで実施
・職能給について昇給実施日現在の年令が52才以上54才以下の場合に

所定昇給号俸２号俸とするところ、52才以上59才以下に拡大

○永年勤続者表彰制度（20年及び30年）を制定
・社員及び再雇用契約社員としての勤続年数が20年又は30年に

達した者に対して、永年の功績を称え表彰する制度を制定

○不妊治療を受ける場合及び配偶者の不妊治療に付き添う

場合の保存休暇を新設（2023.10.1～）
・不妊治療連絡カード等を証明書類として提出した場合に適用

○私傷病の場合の保存休暇に療養期間の記載がある書類を

証明書類に追加（2023.10.1～）
・従前の診断書のほか、妊娠悪阻の場合に母健連絡カード、

新型コロナウイルス感染症の証明書など療養期間を示す書類を追加

○生理休暇を「Ｆケア休暇」に改称（2023.10.1～）

○保護メガネの実証実験の実施
○準組合員の基本賃金改善
・再雇用契約社員(構内運転係・デスク・営業係・清掃係)の時給を920円に改善

（シニアＢ及びシニアＣ）

・契約社員（営業係）の賃金を以下のとおり改善

（香川地区）月給：156,300円、日給：7,130円、時給：920円

（香川以外）月給：153,500円、日給：7,000円、時給：900円

ＪＲ四国労組の政策実現に向けて
国政の立場から支援の輪を

広げられるよう

総
合
労
働
協
約
改
訂
等
交
渉

妥
結
！

Ｊ
Ｒ
四
国

10/22(日)は参議院
徳島・高知選挙区
補欠選挙投票日！！

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

投票に行こう！！
ＪＲ四国労組新聞やＪＲ四国

労組ニュース等の配信情

報、ＨＰの更新情報が届く

LINE
公式アカウント

の友だち登録は

↓こちら↓

大谷　 清
和田 庄平

2023
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各
支
部
青
年
女
性
会
議
の
定

期
委
員
会
は
、
９
月
23
日
の

高
知
支
部
青
女
を
皮
切
り
に

来
賓
・
傍
聴
等
を
コ
ロ
ナ

禍
以
前
と
同
様
に
順
次
開

催
し
た
。

各
支
部
と
も
、
本
部
青

年
女
性
会
議
第
31
回
定
期

委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
活

動
方
針
に
基
づ
き
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
案
、
経
過
報
告
及
び

活
動
方
針
案
を
提
起
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
の

確
立
、
職
場
に
お
け
る
諸

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
労

働
条
件
改
善
、
男
女
平
等

参
画
推
進
、
働
き
方
改
革
、

年
末
手
当
・
賞
与
へ
の
期

待
等
に
つ
い
て
発
言
が
あ

り
、
常
任
委
員
会
よ
り
答

弁
を
受
け
た
後
、
満
場
一

致
で
全
て
の
議
事
が
承
認

さ
れ
た
。

な
お
、
各
支
部
の
開
催

日
、
及
び
役
員
改
選
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
新
三
役
は

記
載
の
と
お
り
。

夏
季
キ
ャ
ン
プ
開
催
！

私
た
ち
、
愛
媛
保
線
分

会
は
、
７
月
29
日
か
ら
２

日
間
で
夏
季
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
、
３
年
ぶ
り
に
八
幡

浜
市
保
内
町
『
夢
泳
海
水

浴
場
』
に
て
、
開
催
し
ま

し
た
。
両
日
と
も
に
天
候

に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
海
水

浴
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
キ
ャ
ン
プ

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
県

内
各
地
か
ら
総
勢
25
名
の

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
久
し

ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
美
味
し
そ

う
な
ス
イ
カ
を
綺
麗
に
真
っ

二
つ
！
！
！
恒
例
の
ス
イ

カ
割
を
子
供
た
ち
み
ん
な

で
楽
し
み
、
組
合
員
み
ん

な
ほ
っ
こ
り
し
た
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
組
合
員
の
交

流
を
深
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
愛
媛
保

線
分
会
で
は
、
組
合
員
の

親
睦
と
団
結
強
化
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

愛
媛
保
線
分
会
長

薦
田

強

夏
季
レ
ク(

Ｂ
Ｂ
Ｑ)

開
催
！

高
知
電
気
区
分
会
で
は
、

７
月
29
日
～
30
日
の
２
日

間
、
電
気
区
分
会
の
交
流

及
び
活
性
化
の
た
め
、

『
四
万
十
・
川
の
駅

カ

ヌ
ー
館
』
に
お
い
て
、
レ

ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
総
勢
９
名
に
参

加
い
た
だ
き
、
四
万
十
川

を
一
望
で
き
る
会
場
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
お
よ

び
四
万
十
川
で
の
川
遊
び

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
高
知

電
気
区
分
会
の
友
好
と
親

睦
を
深
め
、
組
織
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
有
効
に
活
用
し
、
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
た
職

場
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

高
知
電
気
区
分
会

片
山

文
弥

団
結
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区

分
会
で
は
、
８
月
２
・
３

日
の
２
日
間
、
仲
多
度
郡

ま
ん
の
う
町
塩
入
の
「
ふ

る
さ
と
研
修
館
」
に
於
い

て
、
分
会
団
結
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声

の
降
り
注
ぐ
中
、
若
手
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
い

世
代
の
組
合
員
が
参
加
し
、

分
会
伝
統
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

と
組
合
員
が
作
っ
た
美
味

し
い
手
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
冷
え
た
ビ
ー

ル
を
堪
能
し
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し

た
が
、
参
加
者
全
員
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

今
後
も
有
意
義
な
サ
ー

ク
ル
活
動
を
計
画
し
、
組

合
員
の
親
睦
と
組
織
強
化

に
努
め
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会
長

土
井

俊
哉

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
開
催
！

９
月
７
日
３
年
ぶ
り
と

な
る
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
を

成
川
渓
谷
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
者
19
名
で
、
宇
和

島
運
転
区
分
会
の
若
手
組

合
員
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組
合

員
ま
で
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
宇
和
島
運

転
区
分
会
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
通
じ

て
組
合
活
動
を
理
解
し
、

活
発
化
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

宇
和
島
運
転
区
分
会
長

嶋
家

正
芳

����������������������

９
月
15
日
（
金
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
３
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
支
部
大
会
）

・
本
社
、
香
川
、
愛
媛
、

徳
島
、
自
動
車
、
高
知

（
業
務
）

・
予
讃
線
の
線
路
故
障
（
通

り
狂
い
）
に
つ
い
て

・
営
業
関
係
諸
施
策
に
つ
い

て
（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
教
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営
委

員
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
・
地
方
代

表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
定
期
総
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
・
産
業
政
策
委
員
会
・
青
年
・

女
性
委
員
会
定
期

総
会

（
政
策
）

・
２
０
２
３
年
国
土
交
通
省

予
算
概
算
要
求
・
税
制
改

正
要
望

【
議
事
】

①
参
議
院
議
員
選
挙
及
び
綾

川
町
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
推
薦
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

②
２
０
２
３
年
度
準
組
合
員

賃
金
引
き
上
げ
の
了
承
承

認
に
つ
い
て

③
２
０
２
３
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

④
職
場
諸
問
題
の
見
直
し
に

つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
第
30
回
賃
金
実

態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑥
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

の
開
催
に
つ
い
て

⑦
第
33
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

⑧
Ｊ
Ｒ
連
合
第
14
回
政
策

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に

つ
い
て

⑨
四
国
交
運
労
協
第
35
回
定

期
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑩
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑪
そ
の
他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
３
日

(

火)

に
「
京
都
テ
ル
サ
」
で

「
第
14
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら

総
勢
３
３
０
名
が
参
集
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
か
ら
も
18
名
の

仲
間
が
参
加
し
た
。

第
一
部
で
は
、
「
雇
用
情

勢
の
変
化
へ
の
対
応
と
労
働

組
合
の
役
割
」
に
つ
い
て
立

教
大
学
首
藤
教
授
か
ら
基
調

講
演
を
受
け
、
第
二
部
で
は

各
単
組
よ
り
取
り
組
み
報
告

を
行
っ
た
。

第
三
部
に
は
首
藤
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

労
使
の
代
表
者
の
４
名
と
と

も
に
「
多
様
化
す
る
組
合
員

の
価
値
観
と
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
」
「
多
様
な
人
材
の

活
躍
に
む
け
た
諸
制
度
・

就
労
環
境
の
創
出
」
「
離

職
率
の
高
ま
り
・
労
働
力

移
動
に
ど
う
向
き
合
う
か
」

に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
は
中

村
書
記
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
画
し
、
「
ユ
ニ
オ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」
の
実

現
に
向
け
、
い
か
に
現
下
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
か
に

つ
い
て
、
熱
い
議
論
を
交
わ

し
た
。

各
支
部
青
年
女
性
会
議
定
期
委
員
会
開
催
！

10月13日(金) ホテルアネシス瀬戸大橋

香川支部青女

９月30日(土) 松山駅会議室

愛媛支部青女

徳島支部青女高知支部青女

９月29日(金) 本部１階会議室

本社支部青女

中
村
書
記
長
（Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）が
登
壇
！

各出席者より熱い議論が展開

中村書記長

議
長

角
南
厚
志
郎

副
議
長

岩
脇

奨
真

渡
部

京
介

事
務
長

妹
尾

裕
輝

議
長

芝

翔
太

副
議
長

長
谷

力

細
川

流
星

事
務
長

髙
杉
颯
之
介

議
長

三
木

和
仁

副
議
長

佐
野

佑
城

坂
本

郁
弥

事
務
長

瀧
岡

拓
真

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

愛
媛
保
線
区
分
会

９月23日(土) 統合事務所会議室

第
３
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
第
14
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

議
長

豊
茂

拓
実

副
議
長

安
藤

優
祐

藤
本

龍
雅

高
砂

太
一

事
務
長

前
田

春
蔵

議
長

渡
邊

亮
輔

副
議
長

和
良
地
成
祐

湯
浅
健
太
郎

河
崎

美
優

事
務
長

吉
住

拓
馬

自動車支部青女議
長

髙
橋

昌
寛

高
知
電
気
区
分
会

多
度
津
運
転
区
分
会

10月４日(水) 松山支店講習室

宇
和
島
運
転
区
分
会

第２回ドッヂビー大会開催

○ 日時
12月10日(日)
13:30集合

○ 場所
高松市総合体育館第２競技場
（香川県高松市

福岡町四丁目36番１号）

・お申込みは各支部レク担当者まで
・詳細は開催書面をご確認ください

９月26日(火) 徳島立駐会議室

お問い合わせはろうきん担当者まで


